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第１問[1]（必答問題）                     問題のページへ 
(1) x≧0 を満たすすべての x に対して, 1 次不等式 0＞BAx + が成り立つ条件は, 

BAxx +=)(f のグラフを考えて, A≧0かつ B＞0である。 

(2) 0coscossin)12(sin)1( 22 ＞aaaa xxx --++ ……①を変形して,  

0)cossinsin()coscossin2sin( 222 ＞aaaaaaa -+-+ x  

0)cossinsin()2cos2sin( 2 ＞aaaaa -+- x ………② 

x≧0を満たすすべての xに対して, 不等式②が成立する条件は, (1)より,  

aa 2cos2sin ≧ ……③, aaa cossinsin2 ＞ ……④ 

③より, 02cos2sin ≧aa - , 0)452sin(2 ≧°-a ………⑤ 

ここで, °° 1800 ≦≦a より °°-°- 31545245 ≦≦ a となるので, ⑤の解は,  

°°-° 1804520 ≦≦ a , 
2

225
2

45 °° ≦≦a  

④より, 0)cossin(sin ＞aaa - , 0)45sin(sin2 ＞°-× aa ………⑥ 

ここで, °° 1800 ≦≦a より 0sin ≧a なので, ⑥は 0sin ＞a かつ 0)45sin( ＞°-a

と一致する。そこで, 0sin ＞a より °° 1800 ＜＜a となり, さらに 0)45sin( ＞°-a で

°°-°- 1354545 ≦≦a より, °°-° 351450 ≦＜a , °° 18045 ≦＜a である。 

よって, ⑥の解は, °° 18045 ＜＜a  

以上まとめて, 
2

22545 °° ≦＜a  

 

［解 説］ 

(1)の問題文中に 1 次不等式と書かれているのに, 0=A を含めなくては正解になら

ないのに, 引っかかってしまいました。 
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第１問[2]（必答問題）                     問題のページへ 

(1) 0=d より, 
2
3log9 =x , 2739 32

3

===x  

(2) a＜0のとき, 
2
7log3 ＜x , 32730 2

7

=＜＜x  

b＜0のとき, 
2
5log3 ＜x , 3930 2

5

=＜＜x  

c＜0のとき, 
2
5log9 ＜x , 243390 52

5

==＜＜x  

d＜0のとき, 
2
3log9 ＜x , 270 ＜＜x  

すると, 2433272739 ＜＜＜ なので, a, b, c, d のすべてが負の場合には, 

390 ＜＜x である。 

また, a, b, c, dのうち 2つが正で, 残り 2つが負の場合は, 4つの不等式の共通範

囲が存在することを考えると, a＜0, c＜0かつ b＞0, d＞0のときしかない。よって, 

32727 ＜＜x となる。 

さらに, a, b, c, dのすべてが正の場合には, 243＜xである。 

(3) 32727 ＜＜x のとき, 327loglog27log 333 ＜＜ x より, 
2
7log3 3 ＜＜ x  

このとき, 
2

log
9log

log
log 3

3

3
9

xx
x == より, 

4
7log

2
3

9 ＜＜ x となり,  

0
2
1 ＜＜a- , 1

2
1 ＜＜b , 

4
31 -- ＜＜c , 

4
10 ＜＜d  

よって, c＜a＜d＜bが成り立つ。 

 

［解 説］ 

不等式の処理は繁雑ですが, 空欄を埋めるだけなら, その形から, すぐに答はわか

ります。 
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第２問（必答問題）                      問題のページへ 

(1) 0≦x≦3のとき, [ ] 2
0

2

0 2
1

2
1)( xtdttx

xx
=== òg  

x≧3のとき, [ ] [ ]xx
tttdttdttx 3

23

0
2

3

3

0
12

2
3

2
1)123()( +-+=+-+= òòg  

      1812
2
3)3(12)9(

2
3

2
9 22 -+-=-+--= xxxx  

(2) 0≦ x≦ 3 のとき xx =¢ )(g より , ))(,(P aa g  

)30( ＜＜a における接線は傾きが aa =¢ )(g となり , 

その方程式は,  

)(
2
1 2 axaay -=- , 2

2
1 aaxy -= ………(＊) 

(3) (＊)と x軸との交点は, 2

2
10 aax -= より ax

2
1= な

ので, ( )0,
2
1Q a となる。 

また, (＊)と 1812
2
3 2 -+-= xxy )3( ≧x の交点は,  

1812
2
3

2
1 22 -+-=- xxaax , 0)6)(6()12(23 2 =-+--+ aaxax  

0)6)(63( =-+-- axax , axax -=+= 6,
3

6  

ここで, 0＜a＜3より, 663,3
3

62 ＜＜＜＜ aa -+ なので, ax -= 6  

すると, 22

2
36

2
1)6( aaaaay -=--= より, ( )2

2
36,6R aaa -- である。 

(4) aaa
2
36

2
16QH -=--= , 2

2
36RH aa -= なので,  

( )( ) aaaaaaS 189
8
9

2
36

2
36

2
1 232 +-=--=  

すると, )43)(4(
8
91818

8
27 2 --=+-=¢ aaaaS  

よって, 
3
4=a のとき Sは最大値をとる。 

 

［解 説］ 

計算も難しくはなく, うまく流れるように誘導がつけられている問題です。 

x

y

O Q
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R
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第３問（選択問題）                      問題のページへ 

(1) まず, xazayx -++=-= )(APAQPQ  

  zayxa ++-= )1(  

{ } xayaz --+=-= )1(APARPR  

 zyaxa +-+-= )1(  

条件より, 1=== zyx , 0=×=×=× xzzyyx

なので, PRPQ = となり, 1:1PR:PQ =  

)1(21)1(PQ 2222 +-=++-= aaaa  

1)1()1(PRPQ 2 +-=+-+--=× aaaaaa  

また, PQとPRのなす角をq とすると, 
2
1

)1(2
1

PRPQ
PRPQcos

2

2
=

+-
+-=×=
aa
aaq な

ので, °= 60q である。 

(2) △PQRの重心が Gなので, )ARAQAP(
3
1AG ++=  

{ } yzyazayxxa -+-++++=-= )1(
3
1ADAGDG )(

3
1 zyxa +-+=  

ここで, aa :1RD:QC -=¢¢ であり, しかも SRSQ = から, 三平方の定理を用い

ると, aa -=¢¢ 1:DS:SC となる。これより DCSC ¢¢=¢ a である。 

{ } zxaxazyy --=-++-=-= )1()1(ASADSD  

(3) { }zayaxa )2()1()24(
3
1DGSDSG -++--=+= で, 0DGSG =× より,  

{ } 0)()2()1()24( =+-×-++-- zyxzayaxa  

0)2()1()24( =-+++- aaa となるので, 
2
1=a である。 

このとき, 点 Q, S, Rはそれぞれ辺 AD,DC,CC ¢¢¢¢¢ の中点であり,  

2
2SRSQ == , ( ) ( )

2
3

2
11

2
1QR

222
=++=  

したがって, 余弦定理から
2
1

2
2

2
22

2
3

2
1

2
1

QSRcos -=
××

-+
=Ð となり, °=Ð 120QSR

である。 

 

［解 説］ 

計算量の多い問題です。(3)も(1)と同様に, 内積を用いて角度を求めることもできる

のですが, さらに計算量が増えてしまいます。 
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第４問（選択問題）                      問題のページへ 

(1) { })30sin()30cos(2)sincos)(30sin30cos(20 qqqq +°++°=+°+°= iiiz より,  

20 =z , q+°= 30arg 0z  

(2) 
{ } { }

qqq
qqqq

qq
qq

22

22

22

2

1
cossinsin21

coscos)sin1(2)sin1(4

cos)sin1(

cos)sin1(4

++-

--+-
=

+-

+-
=

ii
z  

{ }
)sin1(2

)sin1(cos2)sin1()sin1(4
q

qqqq
-

+-+--
=

i
)cossin(4 qq i+-=  

すると, { })90sin()90cos(41 qq +°++°= iz と表せるので,  

41 =z , q+°= 90arg 1z  

(3) 2
2
4

0

1

0

1 ===
z
z

z
z , °=+°-+°=-= 60)30(90argargarg 21

0

1 qqzz
z
z  

これより, 10POP△ は °=Ð 90POP 10 の直角三角形と

なり,  

3260sinOPPP 110 =°=  

(4) 210 P,P,PO, の 4 点が同一円周上にある場合 , 

1OP がこの円の直径となり, °=Ð 90POP 12 である。 

qq -°=+°-°=-= 90)90(1802argarg
1

2
z

z より,  

21 argarg zz ＞  

よって, °-=
-
- 90arg

2

21

z
zz ………(＊) 

すると, 
2

2
2

2
2

1

1

1
1

2

21 +=
+

=
-
- z

z

z
z

z
zz

2
2)coscossin2sin(16 22 +--

=
qqqq i

 

      qqqq cossin161)cossin(8 22 i-+-= qq 2sin812cos8 i-+-=  

(＊)より, 
2

21

z
zz

-
- が純虚数なので, 012cos8 =-q  

01)sin21(8 2 =-- q , 
16
7sin2 =q  

0sin ＞q より, 
4
7sin =q  

 

［解 説］ 

(4)は 1997年度の本試に似ています。それを思い浮かべながら解きました。 

O
P2

P0

P1
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第５問（選択問題）                      問題のページへ 

(1) Xの平均を )( XE , 分散を )( XV とすると,  

2
9

8
1)87654321()( =´+++++++=XE  

( )
4
21

2
9

8
1)87654321()(

222222222 =-´+++++++=XV  

(2) 100-+= qpXY より, 100)()( -+= qXpEYE  

100
2
9 -+= qpN  

(3) 0=N のとき, 0100
2
9 =-+ qp , 10029 =+ qp , )100(29 qp -=  

9と 2は互いに素なので, kを整数として, kp 2= , kq 9100 =- と表せる。 

ここで, 02 ＞kp = , 09100 ＞kq -= なので, 
9
111

9
1000 +=＜＜k  

よって, 1≦k≦11より, p, qの値は 11組あり, pの最小値は 1=k のときで 2=p , 

最大値は 11=k のときで 22=p である。 

(4) 22

4
21)()( pXVpYV == より, )(YV が最小となるのは 2=p のときであり, 最

小値は 214
4
21 =×=C である。 

 

［解 説］ 

他の選択問題とあまりにも難易差があるので, 驚いてしまいます。(3)の不定方程式

もごく単純なものです。ところで, 問題文中に突然出現している「D さん」というの

は「大学入試センターさん」ということなのでしょうか。 
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第６問（選択問題）                      問題のページへ 

(1) Dと Eの値を入れかえるには, D→G, E→D, G→Eというステップを踏めばよい

ので, そのプログラムは, G=D:D=E:E=Gである。 

同様にして, Eと Fの値を入れかえるプログラムは, G=E:E=F:F=Gである 

(2) 180行で D≧E, 190行で E≧Fとなっているので, 点 Sとの距離の 2乗の最小値

を表すのは Fである。 

(3) 5=x , 4=y のとき, 254)25( 22 =+-=P , 25)74()95( 22 =-+-=Q とな

り, 3点 P, Q, Rすべてが出力される条件は, RQP == より,  

25)4()85( 22 =-+-= aR , 8,0=a  

(4) 置きかえたプログラムは, 点 Sとの距離の 2乗の最小値をMとし, M→Fとする

ものなので, 160行で Q≧M, 170行で R≧Mとなればよく,  

160 IF Q<M THEN M=Q 

170 IF R<M THEN M=R 

(5) 点 Sとの距離の 2乗の最大値を Fで表すには, 180行で D≦E, 190行で E≦Fと

なるように変更すればよいので,  

180 IF D＞E THEN G=D:D=E:E=G 

190 IF E＞F THEN G=E:E=F:F=G 

(6) 180行は D≧E, 190行は E≧Fとなる値を D, E, Fに代入することを意味するの

で, この 2 行を実行することによって最小値は F に代入される。しかし, 代入され

た Dと Eの大小関係は不明である。 

そこで, もう一度, この 2 行を繰り返すことにより, 最大値は D に代入されるこ

とになる。 

これより, 最小値と最大値の両方を出力するためには, 180 行と 190 行を少なく

とも 2回実行しなくてはならない。 

 

［解 説］ 

プログラム自体は, 複雑なものではありません。ただ, 設問が 6 つもあって, 量的

にやや多いという感じがします。 

 


